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と ふ た と べ が ね 紳 存 た 
お こ き 俺、 き あ る 遣 外 か 
烏、 と せ ひ 老 り か と 世   
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っ
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た
が
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ま
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間
 に
ほ
、
多
少
の
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宗
教
観
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と
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一
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一
つ
の
作
業
仮
設
的
な
規
定
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
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本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
 

 
 

り
 、
そ
の
研
究
の
丸
家
と
な
る
も
の
な
、
結
局
の
処
 、
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間
で
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識
的
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宗
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と
よ
 

 
 

 
 

て
い
る
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の
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が
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。
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教
現
象
を
規
定
す
る
意
味
 

一
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現
象
を
規
定
す
る
意
味
 

二
 
従
来
の
定
義
に
つ
い
て
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宗
教
現
象
の
構
造
と
二
重
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教
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動
と
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限
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識
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宗
教
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動
の
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置
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の
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を
持
つ
も
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て
ほ
 

、
 

 
 

 
 

て
 
関
与
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な
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行
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す
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あ
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。
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で
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て
い
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。
 

 
 

 
 

よ
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な
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。
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に
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よ
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よ
り
、
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来
る
。
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な る が 宗 な 何 案 こ あ で 教 も 手 
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す
こ
と
に
な
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。
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み
で
あ
る
が
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あ
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絶
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在
に
基
い
て
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象
の
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に
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い
て
、
実
証
的
な
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究
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一
四
 

 
 

の
か
 Ⅰ
 

 
 

 
 

義
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し
て
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 げ
ら
れ
て
来
た
 

 
 

 
 

既
に
膠
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
 
い
 

 
 

も
 、
四
十
八
種
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
の
四
十
年
間
に
 

、
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に
、
数
多
く
を
加
え
た
に
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し
い
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つ
の
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念
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起
る
の
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、
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だ
し
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あ
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。
 

 
 

 
 

場
が
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来
の
定
義
設
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批
判
し
て
、
立
場
の
相
異
を
明
 

 
 

 
 

が
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来
る
。
 

 
 

 
 

、
 然
る
後
、
具
体
的
な
宗
教
 

 
 

 
 

り
 、
実
証
的
 且
 帰
納
的
な
立
場
 

 
 

 
 

ぬ
程
 上
の
暫
定
的
な
仮
設
で
あ
 

 
 

 
 

と
が
出
来
な
い
。
 

 
 

 
 

定
義
し
ょ
う
と
す
る
も
の
が
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七 % 
汝 
学 

  
現 う 

    
か 象 、 卍 

憶 象 

  
象、 と 
に - """ 

ハ Ⅱ 。 
  
人 
間 
の 

営 
み 
弔 
あ 
る 
人 
文 
: 正二 タ已 

象， 
クフ 

山 ， 
で 
  

  

一か 五教 2 丁・、 
曲勺 

な 
特 
廣 
を 
備 
  
た 
ま児 
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ぎ
 

を
目
的
と
し
て
、
紳
の
存
在
を
必
要
条
件
と
し
な
い
。
 

 
 

る
 

 
 

 
 

む
 
"
 

 
 

て
ほ
 、
適
当
で
ほ
な
い
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

畏
敬
の
情
、
神
聖
感
、
 

等
 、
専
ら
情
緒
的
 特
慣
に
於
 

 
 

 
 

を
 

 
 

 
 

る
 

 
 

 
 

"
 
舟
 
咲
 

 
 

 
 

な
 

採
用
す
る
こ
と
ほ
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

で
、
こ
し
で
 は
 、
常
識
的
に
示
教
現
象
と
 児
徴
 さ
れ
て
 セ
卜
 

 
 

た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 

ら
す
る
と
，
適
当
と
し
得
る
 

る
も
の
を
基
盤
と
し
な
が
ら
 

」
 え
 云
う
定
義
の
如
き
も
の
 

併
し
、
宗
教
現
象
と
し
て
 一
 

そ
れ
で
あ
る
。
解
脱
や
悟
得
 

フ
レ
ア
ミ
ニ
ズ
ム
的
な
宗
教
 

宗
教
が
あ
る
以
上
、
紳
の
観
 

い
て
、
宗
教
現
象
を
規
定
し
 

突
い
て
い
る
と
も
見
ら
れ
よ
 

こ
と
に
な
る
。
寺
院
 教
ム
ム
 
の
 

に
は
 、
宗
教
現
象
と
考
え
 も
 

い
の
即
ち
、
そ
の
盤
で
ほ
 、
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
 現
象
の
一
部
を
構
成
す
る
。
 

 
 

 
 

ぱ
 な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

文
 現
象
 
は
、
 
大
き
く
、
こ
れ
 

 
 

 
 

コ
の
 

（
）
 

ヰ
 
仁
井
 

p
O
 

目
リ
 

）
七
 
%
 
の
 
二
 
0
 
日
の
口
 

曲
 
）
 

 
 

 
 

こ
や
文
化
（
 

n
F
p
 

（
年
 

S
 ）
 ほ
、
 

機
構
的
現
象
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
取
 
養
い
て
、
そ
の
 

興
 り
に
 

 
 

、
書
物
、
言
語
、
風
俗
、
習
慣
、
等
 

は
 、
 い
 づ
れ
も
、
 

機
構
的
現
象
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
 

 
 

 
 

示
教
的
態
度
、
信
仰
、
境
地
、
 

 
 

 
 

築
 、
儀
礼
の
形
成
、
宗
教
的
伝
 

承
 、
 等
は
 
、
機
構
的
宗
教
現
象
と
な
る
。
 

 
 

 
 

、
そ
れ
を
分
析
的
に
観
察
し
 

 
 

 
 

て
い
て
、
直
接
に
ほ
観
察
す
る
 

 
 

 
 

ほ
 、
当
事
者
、
 

或
は
 
、
第
三
者
 

 
 

 
 

ぢ
ム
ぅ
 

様
な
 
、
 広
い
意
味
に
 

於
 

け
る
行
動
（
す
し
ぎ
 

丘
 0
 
（
）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
 

3 冊 



 
 

 
 

現
象
で
あ
る
。
人
間
の
環
境
 

順
 

 
 

 
 

行
動
と
云
 
う
の
ほ
 
、
身
体
的
行
 

 
 

 
 

 
 

を
も
、
併
せ
て
含
む
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

に
 促
さ
れ
て
、
緊
張
解
消
の
方
 

 
 

 
 

の
 一
連
の
生
活
活
動
の
過
程
が
 

 
 

 
 

達
成
を
目
指
す
も
の
と
云
 

う
こ
 

 
 

 
 

精
度
 を
 備
え
て
い
る
か
。
そ
れ
 

 
 

 
 

う
べ
き
、
態
度
や
知
識
と
に
 

 
 

 
 

 
 

、
現
実
の
行
動
的
な
も
の
 

却
ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

度
 と
に
、
分
け
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 

と
り
挙
げ
る
か
。
こ
れ
ほ
 

、
 

 
 

従
っ
て
、
そ
の
上
に
立
て
ら
れ
る
宗
教
生
」
の
 

体
係
も
、
 
根
本
的
に
変
っ
て
来
る
。
 

ヂ
ュ
 

 
 

 
 

ほ
 、
個
人
的
宗
教
現
象
か
ら
、
 

さ
き
に
 
は
 い
つ
て
行
き
良
い
と
考
え
る
の
 

 
 

 
 

、
 常
に
、
其
体
的
な
現
象
の
 

 
 

 
 

る
 現
象
で
あ
る
行
動
を
取
り
 

拳
 

一
七
 

景
致
現
象
と
は
何
か
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活
動
の
営
み
の
す
べ
て
を
 指
 

  



 
 

第
一
段
の
操
作
 は
 、
宗
教
行
動
の
規
定
 

同
じ
く
人
間
の
行
動
で
あ
り
な
が
ら
、
 

と
さ
れ
る
か
。
そ
れ
等
の
行
動
が
 、
 何
か
 

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ほ
、
一
般
に
宗
教
 

い
 0
 そ
の
様
に
し
て
、
宗
教
行
動
の
暫
定
 

こ
の
手
続
き
の
際
に
 、
 我
々
 は
、
 他
の
 

動
 だ
け
の
説
明
に
供
し
て
ほ
な
ら
な
い
。
 

の
 新
し
い
概
念
を
借
用
す
る
だ
け
の
事
に
 

そ
こ
で
、
先
す
 、
 極
め
て
普
通
な
 、
一
 で

あ
る
。
 

 
 

動
 が
あ
る
 

 
 

ぅ
 。
そ
の
 

 
 

特
憤
 を
取
 

 
 

目
的
で
あ
 

 
 

勝
手
に
導
 

 
 

で
は
、
一
 

 
 

な
い
。
 

 
 

に
 関
聯
 し
ム
 

。
何
故
、
そ
れ
等
 は
 、
宗
教
 

共
通
な
 特
廣
 と
ぼ
何
か
。
そ
 

り
出
し
て
見
な
け
れ
ば
な
 

る
。
 

入
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て
 宗
 

つ
の
概
念
を
説
明
す
る
為
に
 

に
意
識
経
験
に
着
目
し
て
み
」
 行

動
 

れ
を
 

ら
な
 

-
 
敢
行
 

ィ
也
 

よ
 う
。
 

四
 
宗
教
行
動
と
無
限
意
識
 

一
八
 

3
5
2
 

 
 

た
い
り
 

 
 

 
 

内
面
に
 蔵
 さ
れ
た
も
の
、
 却
 

 
 

 
 

的
 現
象
と
機
構
的
現
象
の
 す
ベ
 

 
 

 
 

に
は
 、
こ
の
現
象
・
群
に
属
す
る
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
出
来
る
か
と
考
え
 

る
 。
 



  

  
九 

 
 

ミ
 

V
 
 

Ⅰ
 さ
 

宗
教
現
象
と
は
何
か
 

 
 

を
 持
っ
た
任
意
の
事
柄
と
す
る
 
0
 

 
 

ゆ
る
も
の
が
、
比
較
の
内
容
と
な
っ
て
来
る
 

 
 

、
ガ
 の
方
が
 、
 Ⅰ
よ
り
も
優
性
に
あ
る
と
 
云
 

 
 

 
 

あ
っ
て
も
よ
い
 
0
 よ
り
大
き
い
、
よ
り
強
い
 

 
 

 
 

ガ
と
 比
較
し
て
見
る
様
な
事
態
が
生
じ
た
 

ぅ
 関
係
が
成
立
す
る
様
な
経
験
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。
 

k
 
V
Q
i
 

 
 

比
較
し
て
見
る
と
、
 
矢
 張
り
、
そ
の
場
合
の
 

あ
る
と
云
 う
 関
係
が
成
立
し
た
。
 

k
 
V
Q
.
w
 

 
 

経
験
を
繰
近
し
て
見
て
も
、
常
に
 
、
ズ
は
、
 

証
さ
れ
た
。
 

k
V
 
ゑ
 

k
V
S
 

 
 

経
験
と
し
て
も
、
 ガ
は
色
 よ
り
も
優
位
に
 

そ
れ
等
よ
り
も
、
優
位
に
あ
る
こ
と
が
 実
 

  ぅ
 関
係
を
示
 す
 も
の
と
見
る
。
両
者
の
間
 

 
 

処
、
ガ
は
、
色
 よ
り
も
優
位
に
あ
る
と
 云
 

3 品 



二
 O
 

 
 

 
 

に
、
 人
々
 ほ
、
ガ
を
 何
と
把
握
 

 
 

 
 

較
が
、
 %
 回
 試
み
ら
れ
た
限
り
 

 
 

 
 

政
経
験
へ
と
、
回
を
重
ね
る
に
 

 
 

 
 

理
学
が
主
張
す
る
様
に
 、
 人
の
 

 
 

 
 

位
 に
あ
る
 ガ
 」
「
こ
の
次
も
恐
 

 
 

 
 

、
 個
々
の
経
験
 は
、
ガ
の
 全
面
 

 
 

 
 

 
 

 
 

優
位
的
な
性
格
を
帯
び
て
来
る
 

 
 

 
 

と
な
る
。
 

 
 

 
 

繰
 返
え
す
こ
と
に
あ
る
 0
 し
 
 
 

 
 

助
け
る
大
き
な
力
と
な
る
。
 
ガ
 

 
 

 
 

の
 様
な
も
の
が
、
当
事
者
に
よ
 

 
 

 
 

し
な
が
ら
、
比
較
を
趨
 え
 た
 超
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
し
て
確
立
し
た
場
合
に
 、
 

 
 

 
 

限
 意
識
と
云
う
一
つ
の
意
識
 形
 

 
 

 
 

含
ん
で
い
る
と
云
う
こ
と
が
、
 

 
 

共
通
な
 特
廣
 と
な
り
得
る
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

て
 下
さ
い
と
、
母
親
が
近
所
の
流
行
神
 に
 願
 う
 。
そ
の
 様
な
母
親
の
行
動
を
検
討
し
 

3% 



 
 

 
 

で
の
経
験
に
徴
し
て
見
て
も
、
 

 
 

 
 

に
 勝
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
 

 
 

 
 

中
に
ほ
 、
 紳
の
能
力
の
病
気
に
 

 
 

 
 

ぼ
 、
世
間
が
宗
教
行
動
と
見
 倣
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

い
る
。
こ
れ
も
、
一
般
の
常
 

 
 

 
 

た
 空
間
の
広
が
り
に
打
た
れ
て
 

 
 

 
 

な
い
。
 

 
 

 
 

た
 心
の
底
に
、
一
脈
の
体
験
 
 
 

、
そ
の
純
粋
さ
に
 掩
 い
て
、
そ
の
 鮮
 か
さ
に
 砕
 い
て
、
 その
迫
力
に
 拾
 い
て
、
日
常
の
 

 
 

 
 

意
識
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
 も
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

慨
 し
て
い
る
行
動
に
ほ
 、
無
 

 
 

て
 、
成
立
っ
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
暫
く
、
こ
の
 無
限
意
識
と
云
う
意
識
経
験
の
 

 
 

走
 す
る
目
安
と
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
 、
 

 
 

含
む
も
の
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

つ
て
、
第
一
段
の
操
作
、
 
/
 

十
 -
 
る
 。
 

一
一
一
 

宗
教
現
象
と
は
何
か
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歌
行
動
を
規
定
し
 

 
 

 
 

、
従
来
の
定
義
に
つ
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
、
二
三
の
 

 
 

 
 

う
 。
 

 
 

 
 

れ
な
い
事
実
で
あ
 

 
 

感
 と
ぼ
、
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
と
云
う
こ
と
ほ
 、
 当
然
考
え
て
見
な
け
 

な
い
問
題
と
な
っ
て
来
る
。
 

 
 

 
 

行
動
の
営
み
に
つ
 

 
 

講
経
験
 は
 多
様
で
、
偶
然
的
な
も
の
も
多
い
。
併
し
 、
 そ
の
中
に
ほ
、
宗
教
 

 
 

 
 

置
い
て
見
る
と
、
 
畏
 

 
 

め
る
。
 と
 云
 う
 こ
と
ほ
、
宗
教
行
動
が
 尭
 す
あ
っ
て
 、
 そ
の
結
果
と
し
て
、
 

 
 

 
 

す
れ
ば
、
宗
教
現
象
 

 
 

の
方
が
、
よ
り
基
本
的
な
も
の
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
 

そ
の
基
本
的
な
行
動
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
れ
る
意
味
も
出
 

 
 

 
 

宗
教
行
動
と
見
 傲
す
 

五
宗
教
行
動
の
位
置
 

べ て c@ の 或 敬 行 れ れ る 
き く 上 構 は の 動 て レ Ⅰユ エ 。 
も る 
の   

に 進 " 情 に " な そ 
、 と そ や 特 様 ら こ 

観 い た 
察 で 場 
を 述 合 

試 べ に 

    
    



 
 

 
 

験
 に
至
る
一
聯
の
自
力
的
な
 宗
 

 
 

 
 

紡
が
遠
い
も
の
が
 珍
 ら
し
く
な
 

 
 

 
 

ら
ば
、
そ
れ
ら
の
情
緒
を
件
 ぅ
 

 
 

定
 と
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

様
に
規
定
し
た
場
合
に
 、
宗
 

 
 

 
 

中
 ノ
 
ド
 
・
 

 
 

Ⅱ
一
般
的
宗
教
行
動
。
 

 
 

意
識
を
含
む
場
ム
ロ
。
 

 
 

ゑ
 
特
殊
的
宗
教
行
動
。
 

 
 

豫
恕
 し
て
い
る
場
合
。
 

 
 

 
 

ぬ
 で
あ
る
。
当
事
者
の
心
持
 
 
 

 
 

浩
行
動
 は
 、
そ
れ
に
何
等
か
の
 

 
 

 
 

決
定
に
あ
た
っ
て
 、
 広
い
意
味
 

 
 

 
 

間
の
生
活
活
動
に
 拾
 い
て
環
境
 

 
 

 
 

限
 意
識
を
含
む
こ
と
が
あ
れ
 

 
 

 
 

家
 に
な
り
得
る
わ
け
で
あ
る
の
 

 
 

こ
れ
が
、
第
一
の
、
一
般
的
宗
教
行
動
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

や
行
動
が
あ
る
。
新
禧
、
 
儀
 

 
 

 
 

動
 で
あ
る
。
宗
教
自
体
を
目
的
 

 
 

 
 

能
的
 自
律
 性
 」
（
片
目
 
痒
 p
o
 
コ
呂
 

宗
教
現
象
と
は
何
か
 

-
 
一
一
一
一
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示
教
現
象
と
云
わ
れ
て
い
る
甘
の
の
規
定
を
試
み
た
 

 
 

る
が
如
く
、
宗
教
現
象
の
場
合
も
同
様
、
宗
教
行
動
 

 
 

現
象
が
あ
る
以
上
、
宗
教
学
と
し
て
ぼ
、
こ
れ
等
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
象
の
共
通
な
る
 特
 廣
を
如
何
に
規
定
す
る
か
。
 こ
 

、
宗
教
行
動
と
ほ
 、
 異
な
る
。
宗
教
行
動
の
様
に
 、
 

ほ
 ほ
、
如
何
な
る
も
の
が
あ
る
か
。
 

ホ
教
行
動
以
外
の
も
の
が
あ
る
。
世
間
で
、
信
仰
 と
 

 
 

た
り
、
観
察
し
た
り
 サ
 る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
 -
 

 
 

て
 来
る
所
以
を
、
充
分
に
説
明
 サ
 る
こ
と
が
出
来
な
 

 
 

、
そ
の
人
の
人
格
の
中
に
出
来
上
り
て
い
る
心
の
構
 

 
 

、
も
つ
と
基
本
的
な
点
 は
 、
過
去
の
経
験
を
通
し
て
 

 
 

云
 う
 こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
行
動
を
規
定
す
る
力
と
 

 
 

一
眠
 
優
 仕
者
の
実
在
に
対
す
る
確
信
 や
 、
宗
教
経
験
の
 

 
 

打
出
さ
れ
る
行
動
に
ほ
、
そ
の
目
的
に
 、
伺
ぢ
か
 の
 

 
 

程
に
も
、
無
限
意
識
を
生
す
る
の
 ほ
 、
当
然
で
あ
る
 

 
 

 
 

宗
教
行
動
で
あ
る
。
 

六
 

第
二
段
の
操
作
 

。
併
し
、
行
動
の
み
が
、
人
文
 現
 

以
外
に
も
、
世
間
で
、
宗
教
現
象
 

つ
い
て
も
、
 士
 
示
教
現
象
と
し
て
の
 

れ
が
、
第
二
段
の
操
作
と
な
る
り
 

と
ん
だ
り
、
ム
一
本
数
曲
境
地
と
よ
ん
 

表
面
に
現
わ
れ
て
来
な
い
。
も
つ
 

あ
る
。
併
し
、
そ
う
し
た
も
の
の
 

い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
、
そ
の
 

ぇ
 で
あ
る
 0
 心
理
学
で
ほ
広
い
意
 

二
四
 

、
当
事
者
の
人
格
構
造
の
中
に
 、
 

な
る
人
云
 う
 こ
と
に
よ
っ
て
 、
充
 

記
憶
等
が
残
さ
れ
て
、
宗
教
的
態
 

%
 で
の
無
限
意
識
へ
の
 豫
想
 を
含
 

。
か
く
て
宗
教
自
体
を
目
的
と
し
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い
る
 
0
 常
識
的
に
信
仰
や
境
地
と
云
っ
て
い
る
の
 

ほ
、
 
%
 様
な
宗
教
的
態
度
の
問
題
で
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
と
 

云
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
宗
教
的
態
度
が
形
成
さ
れ
る
 

 
 

の
宗
教
行
動
を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
る
 

0
 さ
れ
ば
こ
 

そ
 、
場
合
が
興
っ
て
も
、
同
一
 

 
 

 
 

行
動
の
因
と
な
り
、
果
と
な
る
 

 
 

と
表
 
ぅ
 こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

 
 

的
な
宗
教
現
象
で
あ
る
。
機
構
 

 
 

 
 

、
前
記
の
様
な
諸
現
象
 

は
、
何
 

 
 

 
 

あ
る
 
描
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
、
問
題
を
考
え
て
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
こ
の
聖
典
 

は
 、
現
在
 

 
 

 
 

く
 無
関
係
で
は
な
い
。
 

即
 ち
 、
 

 
 

 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 

 
 

 
 

と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ほ
 

 
 

 
 

ぅ
 意
味
で
、
密
接
な
関
係
が
あ
 

宗
教
現
象
と
ほ
何
か
 

二
五
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の 一 

 
 

 
 

業
 仮
設
で
あ
る
。
 

 
 

ぺ
口
 

 
 

む
 

る
 現
象
と
で
あ
る
。
」
 

 
 

つ
 

 
 

 
 に た 付 す 

る
と
、
こ
れ
を
、
次
の
如
く
表
 3
 

動
と
 、
宗
教
行
動
の
原
因
、
 或
 ほ
 

こ
と
に
な
る
 0
 先
に
述
べ
た
様
に
 

、
問
題
の
基
本
的
な
出
発
点
が
あ
 

    
こ
と
が
 

、
 -
 締
果
 

、
宗
教
 

る
 。
 
そ
 出

来
よ
う
Ⅰ
 

と
し
て
、
こ
れ
と
密
接
な
 

学
の
研
究
対
象
と
な
る
の
 

の
基
本
的
な
枠
の
中
で
、
 関

係
に
あ
 

ほ
 、
世
間
 

宗
教
現
象
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
 

ゥ
 

 
 

密
接
な
関
係
を
持
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

通
 の
精
度
と
し
て
指
摘
し
得
 

 
 

ほ
 、
個
人
的
宗
教
現
象
の
中
で
の
、
宗
教
的
態
度
も
 

、
 同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
 

 
 

 
 

な
る
。
 

 
 

 
 

機
構
的
現
象
も
、
宗
教
 

規
 

家
 で
あ
る
 
0
 
」
 

 
 

 
 

3 ㏄ 



 
 

 
 

だ
が
、
 こ
ム
 で
 は
 そ
の
前
年
と
 

 
 

 
 

説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

。
血
液
や
筋
肉
の
動
 き
ほ
 

 
 

 
 

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
比
倫
 的
 

 
 

 
 

つ
た
 外
部
的
の
動
ぎ
と
し
て
 現
 

わ
れ
な
い
限
り
、
そ
れ
ほ
「
行
動
し
で
ほ
な
い
。
 

 
 

 
 

「
静
的
行
動
し
で
あ
る
Ⅰ
 

 
 

ほ
 
「
行
動
」
で
ほ
な
い
 や
 

 
 

 
 

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
「
 行
 

 
 
 
 

宗
教
的
行
動
及
び
心
意
 

二
七
 

 
 

  

一
行
動
Ⅰ
と
心
意
 

 
 

 
 

、
そ
れ
に
ぼ
必
然
に
そ
れ
 

宗
教
的
行
動
及
び
 心
 
立
后
 

長
谷
川
如
是
閑
 



 
 

階
段
か
ら
落
ち
た
類
の
動
 き
ほ
 「
行
動
」
で
は
な
い
 色
 し
か
し
不
在
意
や
放
心
 歌
 

 
 

「
 過
 諜
の
行
動
」
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

分
列
式
の
よ
う
な
も
 

 
 

 
 

い
つ
た
場
合
の
動
き
に
お
 

 
 

 
 

い
 う
 。
 即
 ち
「
集
団
的
行
 

 
 

 
 

教
 的
行
動
」
と
い
う
の
も
 

 
 

か
ほ
 そ
の
場
合
場
合
で
認
知
さ
れ
 b
.
O
 

。
 

 
 

あ
っ
て
、
そ
れ
を
言
い
表
す
言
語
 は
 頗
る
多
い
 0
 「
 勉
 ぬ
 」
「
修
養
」
「
訓
練
」
 

 
 

 
 

い
 う
 角
度
か
ら
見
て
い
 う
 

 
 

の
 目
的
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
い
う
の
と
同
じ
も
の
 

 
 

い
て
た
し
か
な
科
学
的
理
解
を
も
つ
こ
と
に
成
功
し
て
 い
な
い
の
で
、
 酸
 味
な
意
 

 
 

 
 

に
 現
わ
れ
た
も
の
と
 現
わ
 

 
 

 
 

「
無
意
識
」
と
呼
ば
れ
て
 

 
 

 
 

よ
う
な
心
理
作
用
か
ら
、
 

 
 

理
的
 性
格
を
も
含
め
た
用
語
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

そ
の
科
学
的
知
識
 は
ま
 

 
 

 
 

を
遇
伝
 ・
自
然
胸
次
 等
の
 原 だ の 「 
理 確 「いれ味か 知るてのど で， 蜜 

" 動 け の 甘し ，玉 

こ 」 る   のコ 

二
八
 

3
 
㏄
 



 
 

 
 

る
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と
も
で
 

 
 

 
 

れ
ば
な
る
ま
い
。
 

 
 

 
 

」
を
認
め
な
い
 0
 本
論
の
立
 

 
 

 
 

る
の
 「
何
か
を
し
よ
う
と
思
 っ
 
 
 

 
 

と
 思
う
」
意
識
 は
 偶
発
的
に
突
 

 
 

 
 

っ
て
起
る
原
因
が
な
け
れ
ば
ね
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
う
の
が
本
論
の
立
場
 

 
 

 
 

@
 。
 

 
 

 
 

ぎ
い
 
目
口
 
p
d
 
ぃ
 
o
 コ
，
 
）
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
動
物
の
場
合
 は
、
 

 
 

 
 

と
う
に
な
る
。
そ
れ
ほ
心
理
的
 

 
 

 
 

ぺ
 ぎ
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
 生
 

 
 

 
 

い
う
べ
 き
 、
む
し
ろ
機
械
的
の
 

二
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ロ
本
能
的
行
動
」
と
か
「
衝
動
 

 
 

 
 

性
 が
遺
伝
さ
れ
て
、
自
然
淘
汰
 

 
 

 
 

れ
て
い
 て
、
そ
れ
が
「
敵
意
」
 

  
 
 

 
 

 
 

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
 

 
 

 
 

 
 

ほ
 そ
の
哲
学
的
理
解
を
と
ら
な
 

 
 



三
 
O
 

 
 

ほ
 
、
こ
の
生
理
・
心
理
的
勾
配
で
、
そ
れ
が
「
心
意
」
 

の
 
遠
因
と
れ
う
て
い
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

意
識
に
も
ち
来
た
さ
れ
な
い
の
 

 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
起
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

そ
う
し
て
そ
の
意
識
に
上
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

思
わ
せ
る
」
原
因
 

は
 
何
か
の
 

食
 

 
 

 
 

者
だ
と
す
る
と
、
前
者
 

は
 
生
理
 

 
 

 
 

た
 
後
者
 
は
、
 

全
く
心
理
的
の
動
 

 
 

 
 

の
 
本
能
で
は
な
く
、
後
天
の
経
 

 
 

 
 

理
 
」
的
操
作
に
よ
っ
て
 

獲
 
ら
れ
 

 
 

 
 

識
 
に
働
い
た
結
果
で
あ
る
か
も
 

 
 

 
 

た
 
」
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
 

 
 

の
で
あ
る
。
」
と
い
う
 

甘
日
 

，
 
-
 
イ
ヒ
 

が
 
握
 詮
の
滴
用
 

さ
 
れ
る
事
実
か
も
知
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
発
展
 

過
 

 
 

 
 

節
 
に
ほ
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
動
 

 
 

の
だ
が
、
今
の
人
た
ち
ぼ
、
花
見
に
行
こ
 

う
 
と
「
思
 

っ
 
た
 
」
か
ら
行
く
、
と
考
え
て
い
 

 
 

 
 

り
 
を
を
ど
 

つ
 
た
り
す
る
。
春
の
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の
行
動
傾
向
に
与
え
た
 
影
捜
の
 

 
 

 
 

ぅ
 」
の
ほ
、
そ
の
「
行
動
」
の
 

 
 

 
 

ほ
 相
手
が
欲
し
い
と
「
思
っ
た
」
 

 
 

 
 

る
と
、
「
観
念
」
の
 
学
 と
な
 

一
一
一
一
 

宗
教
的
行
動
及
 び
 心
意
 

㏄ 5 

  
 
 

 
 

若
し
く
ほ
 享
 楽
の
形
態
を
と
る
 

  
 
 

 
 

を
 始
め
全
体
の
感
覚
に
対
す
る
 

 
 

 
 

る
 。
し
か
も
人
間
の
場
合
 
は
、
 

 
 

 
 

「
意
識
」
形
態
を
つ
く
り
出
 

す
 



文 。 

二
 

宗
教
の
形
而
上
学
と
科
学
 

 
 

 
 

工
学
的
、
哲
学
的
、
科
学
的
 

 
 

で
、
本
論
で
は
 暫
 ら
く
そ
れ
ら
の
定
義
の
ど
れ
か
を
、
 も
し
く
ほ
全
部
を
借
用
す
る
に
 

 
 

 
 

念
 と
の
関
係
に
つ
い
て
説
か
れ
 

 
 

言
 し
よ
う
と
思
う
。
 

 
 

 
 

の
間
に
説
か
れ
て
い
る
 ょ
 

一
一
一
一
一
 

 
 

 
 

と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
に
転
じ
た
こ
と
に
大
き
い
 責
 

任
 が
あ
る
。
 

 
 

 
 

的
形
態
で
あ
る
と
い
う
の
が
 

 
 

 
 

の
で
ほ
な
い
よ
う
に
、
有
形
無
 

 
 

 
 

「
存
在
理
由
」
と
を
見
出
し
得
 

 
 

 
 

ぇ
ば
 、
日
本
の
天
照
大
神
の
神
 

 
 

 
 

o
H
o
 

で
圧
の
 

ヨ
，
 
に
ま
で
遡
る
 何
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
。
少
く
と
も
そ
の
よ
 
 
 

 
 

称
す
る
「
論
理
」
の
 御
 遍
路
の
 

 
 

 
 

れ
ば
 な
ら
な
い
。
 



拠
 に
あ
る
と
説
か
れ
た
。
 

 
 

 
 

験
 的
に
局
限
を
も
つ
こ
と
の
 
 
 

 
 

る
と
い
う
よ
う
に
解
さ
れ
た
の
 

 
 

 
 

宗
教
が
存
在
す
る
と
ほ
一
般
に
 

 
 

 
 

、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
発
達
し
た
 宗
 

 
 

 
 

 
 

つ
 た
の
は
、
文
明
の
相
当
に
発
達
し
た
後
の
こ
と
で
、
 

そ
の
よ
う
な
高
度
の
観
念
を
 

 
 

 
 

な
る
。
歴
史
的
に
存
在
し
た
 原
 

 
 

 
 

た
め
に
宗
教
を
最
も
単
純
の
形
 

 
 

 
 

、
宗
教
の
根
本
の
性
度
を
知
る
 

 
 

 
 

不
可
快
の
条
件
で
ほ
な
い
と
さ
 

一
一
一
一
一
一
 

宗
教
的
行
動
及
 び
 
心
志
 

㏄ 7 
 
 

 
 

「
無
限
」
の
観
念
が
 士
 
示
教
の
根
 

 
 

 
 

の
 観
念
哲
学
の
い
わ
ゆ
る
 

在
 」
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

科
学
的
心
理
学
１
１
 0
 「

 
実
 

「
 
無
 

 
 

 
 

「
有
る
」
で
あ
る
 
0
 こ
れ
ほ
 ギ
 

 
 

 
 

を
 「
 
有
 」
の
 っ
 
≦
ち
に
、
 
一
 
・
 
有
 」
 

 
 

 
 

く
 、
局
限
の
有
無
を
超
絶
し
た
 



押麦はまが 、 わは必 、 一念 は自 

を 用 究め 

  

あ たす 度 力に 珪 ・ ら を 

被 、 のとあ か " るだダこ 播的         る めれがを対性 、 以 

  

 
 

 
 

の
 仏
が
 、
 彼
ら
の
祀
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

無
紳
教
 と
い
う
の
に
 肖
 る
も
の
 

も
あ
る
。
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お
 
8
 

 
 

の
 主
体
と
し
て
の
「
全
能
者
」
と
か
「
具
足
円
満
者
」
 と
か
い
 う
 の
も
、
そ
れ
を
持
つ
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宗
教
的
行
動
及
 び
 心
意
 

 
 

 
 

し
か
し
、
そ
れ
が
宗
教
の
心
 

 
 

 
 

は
上
 」
の
「
実
在
」
の
観
念
に
 
 
 

 
 

を
 逆
に
「
実
在
，
 

一
 
か
も
派
生
し
 

 
 

 
 

の
 観
念
 は
 、
知
覚
的
表
象
に
 

 
 

 
 

、
科
学
的
宗
教
学
の
説
明
と
し
 

 
 

 
 

人
間
心
理
に
於
て
思
考
さ
れ
る
 

 
 

 
 

い
 う
 心
理
の
成
立
過
程
を
科
学
 

 
 

 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

や
も
す
れ
ば
、
当
初
か
ら
「
経
験
以
上
し
の
「
実
在
」
 

を
 想
定
し
て
、
そ
れ
た
研
究
 

 
 

 
 

科
学
者
そ
の
人
で
さ
え
、
そ
の
 

 
 

 
 

者
の
そ
れ
を
説
明
し
得
な
い
 

 
 

科
学
的
立
証
を
サ
ボ
 っ
 て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
に
目
を
つ
け
た
か
ら
で
、
 

 
 

 
 

、
「
 
範
礒
 」
と
か
「
理
性
Ⅰ
 
と
 

 
 

 
 

た
つ
も
り
で
い
る
の
 ほ
、
彼
 

 
 

 
 

は
 「
 
綺
祀
 し
で
つ
く
ら
れ
た
 

 
 

 
 

社
会
学
の
形
而
上
学
的
哲
学
的
 

 
 

 
 



 
 

 
 

義
 
ほ
ど
 
う
 
あ
ろ
う
と
も
、
 

宗
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
文
化
的
に
発
達
し
た
形
式
で
 

 
 

他
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

構
の
動
き
に
 

伴
 
う
、
行
動
の
 

 
 

 
 

か
ら
怒
る
」
の
で
あ
る
が
、
 

言
 

三
 
宗
教
的
行
動
と
心
意
の
機
能
 

前 あ れ 泣 こ 

 
 

 
 

存
在
だ
と
い
う
方
が
 造
 か
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解
 」
・
で
あ
る
自
然
科
学
 は
そ
 

 
 

 
 

く
 
「
経
験
以
上
」
の
「
眞
に
 

 
 

 
 

人
文
現
象
の
「
科
学
」
に
は
 

 
 

 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

的
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
 

 
 

 
 

統
 を
つ
い
で
い
る
 0
 ド
イ
ツ
 

 
 

 
 

点
で
、
や
ほ
 り
一
 ド
イ
ツ
 哲
 

学
 」
で
あ
る
。
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意
味
し
を
与
え
る
、
 
心
 以
前
の
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

い
う
意
味
の
儀
式
や
行
事
を
 

 
 

 
 

象
 と
し
て
の
行
動
で
あ
る
 0
 始
 

 
 

式
 が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

教
 的
意
識
の
発
生
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

く
の
動
機
に
 よ
 る
人
間
的
行
 

 
 

 
 

家
 が
原
始
人
に
与
え
る
刺
戟
に
 

 
 

 
 

よ
る
反
応
と
興
ら
な
い
性
 廣
の
 
 
 

 
 

が
 社
会
的
に
成
立
し
た
の
ほ
 、
 

 
 

 
 

け
る
個
人
々
々
の
行
動
傾
向
の
 

 
 

 
 

応
の
形
が
模
倣
に
よ
っ
て
伝
播
 

 
 

 
 

且
 １
％
九
八
の
 ，
目
ヰ
 

。
Ⅰ
 
B
,
 
0
 

 
 

 
 

が
 、
意
識
的
も
し
く
ほ
 潜
意
 

 
 

 
 

の
 原
始
人
の
宗
教
的
行
動
が
そ
 

 
 

 
 

動
 」
が
起
つ
た
の
で
ほ
な
く
、
 

事
実
ぼ
そ
の
逆
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

理
も
心
理
も
さ
ま
 ム
 
Ⅱ
の
形
 

三
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る
 「
意
味
」
を
も
つ
に
至
っ
た
 

に
 過
ぎ
な
い
。
 

 
 

 
 

「
意
味
」
を
も
つ
１
行
動
 

 
 

が
 「
機
能
的
」
の
行
動
で
あ
る
に
対
し
て
、
後
者
 

は
、
 た
ビ
 そ
の
「
反
対
」
を
表
わ
す
 

 
 

 
 

と
い
つ
た
か
、
し
目
 
毛
 ぎ
の
 術
 

 
 

 
 

も
っ
１
行
動
だ
が
、
犬
が
主
 

三
八
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
 ほ
無
 か
つ
た
に
相
違
な
 

 
 

 
 

居
し
な
か
っ
た
だ
け
だ
が
 l
 

 
 

 
 

敬
し
て
遠
ざ
け
る
」
一
定
の
行
 

 
 

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

魂
 」
の
観
念
が
生
じ
る
 理
 

 
 

 
 

成
せ
し
め
ら
れ
る
関
係
に
あ
る
 

 
 

 
 

行
動
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
 そ
 

 
 

 
 

」
「
 願
か
ぅ
 」
「
命
じ
る
」
「
 
抑
 

 
 

 
 

稚
は
 、
必
然
に
内
省
的
心
理
を
 
 
 

 
 

感
情
 は
 、
い
わ
ゆ
る
「
お
の
れ
 

 
 

 
 

、
内
省
的
に
意
識
に
上
る
か
、
 

 
 

 
 

間
 現
象
」
に
対
す
る
「
人
間
的
 

372 



 
 

 
 

よ
う
な
 防
 徳
行
動
の
「
 逆
 」
 の
 

 
 

 
 

い
て
ほ
「
接
触
」
が
目
的
で
、
 

 
 

 
 

あ
る
。
し
か
し
、
吠
え
る
の
 ほ
 

 
 

 
 

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
り
そ
こ
 

 
 

 
 

だ
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

能
 を
も
つ
行
動
な
の
で
、
 強
 

 
 

 
 

習
俗
的
の
 ｜
 とし
て
も
、
 

 
 

 
 

ほ
 な
ら
な
い
。
日
本
人
の
「
お
 

 
 

 
 

ガ
，
 0
 行
動
で
あ
る
。
（
あ
る
 
 
 

 
 

そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
甘
の
四
の
 

，
の
 行
動
だ
と
い
つ
 

 
 

も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

一
般
に
、
宗
教
意
識
の
成
立
 

 
 

 
 

ほ
 、
 覗
覚
が
 「
象
徴
」
的
形
相
 

 
 

 
 

で
あ
っ
て
、
宗
教
意
識
の
す
べ
 

 
 

 
 

行
事
と
し
て
の
「
 行
 」
 ぼ
 宗
教
 

 
 

 
 

に
し
て
も
、
結
局
 は
 、
生
活
の
 

 
 

 
 

の
 合
一
が
完
全
に
達
成
さ
れ
る
 

宗
教
的
行
動
及
び
心
意
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四
 
O
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
 
行
動
に
出
る
の
が
そ
の
心
意
 

の
 
終
局
の
満
足
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
 

 
 

 
 

生
の
不
安
」
の
心
理
を
刺
戟
 

す
 

 
 

 
 

を
 
与
え
る
も
の
を
克
服
し
よ
う
 

 
 

 
 

何
 
に
も
と
づ
く
感
覚
、
感
情
を
 

 
 

 
 

に
 
対
処
し
ょ
う
と
す
る
行
動
 

傾
 

向
 
で
、
そ
こ
に
宗
教
が
あ
り
呪
術
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
も
つ
よ
り
ほ
 

、
 
，
レ
コ
（
 

ヰ
 

 
 

 
 

楽
で
い
え
ば
，
田
仲
 

の
 
「
 
田
 
Ⅰ
の
 

，
 

（
相
の
手
）
と
し
て
の
１
１
行
動
的
表
情
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

が
 「
行
動
一
に
あ
っ
て
「
 

心
 

 
 

 
 

を
 
定
め
、
 

祓
覚
と
醸
覚
 

と
を
 
刺
 

 
 

 
 

理
 
形
態
を
つ
く
り
出
 

す
 
た
め
で
 

 
 

 
 

そ
の
心
理
が
ま
た
、
行
動
を
 

 
 

 
 

到
達
 
点
は
 
行
動
で
あ
る
。
 

細 4 



舘 5 

ほ 品 数 の 教 仰 と 
" て の 衆 生 行 を 見 宗 

経 、 集 散 活 動 宗 6 % 

む い 

と   
到 が 動   。 を ぁ 宗 す か 拍 

動 ほ れ て 
友 行 を   
び 動 「 宗 
心 で 信 教 

意 ぁ 仲 酌 
た る 」 心 
含 。 と 意 

て の ぶ   

場 がそ " の 

、 行 論 車 

  火 動 ほ の 
間 と " も 

の り 象 に 自 り ほ そ つ 
で る 」   集 " の 心 

あ の と 宗 田 家 信 理 

あ ン 「 の も 致 
る サ 観 埋 め T. 以 
じ l 食 想 か な 上 

ののでらいに い 自あ 遠 。 迦 
ぅ 由 つ い ま べ 
如 」 て 生 の た 
く に " き 否 こ 
「 ょ 「 力 走 と 
苦 る 生 を の ぼ 
学 自 存 遊 観 " 

」 己 の け 余 宗   
的 否 否 て に 敵 

  も 儀「   
に 

古句古句 

て （ 

    



  

 
 

 
 

い
え
ど
も
、
行
動
的
協
同
 

関
 

 
 

 
 

計
会
か
ら
脱
し
て
 
祀
 金
的
「
 異
 

 
 

 
 

し
て
そ
れ
を
 祀
会
の
 「
水
底
」
 

 
 

 
 

「
光
輪
的
実
在
」
論
に
近
い
、
 

 
 

 
 

る
 。
 

で
は
な
く
、
ま
た
 コ
 
関
係
」
と
い
う
よ
 う
 

念
 」
と
し
て
の
存
在
で
ほ
な
い
。
要
す
る
 

に
の
み
生
存
し
得
る
動
物
の
そ
れ
と
同
じ
 

し
て
成
立
す
る
 打
能
 性
の
あ
る
組
織
で
あ
 

意
識
」
と
称
し
て
い
る
が
、
し
か
し
 祀
会
 

で
は
 科
学
的
の
洋
者
で
さ
え
往
々
現
実
か
 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
 円
 ・
の
 
宙
 &
 円
コ
 
幅
の
の
 

の
 考
え
方
 は
 

・
彼
自
身
後
に
多
少
修
正
 

ら
れ
た
「
意
識
の
形
態
」
を
も
っ
て
 祀
会
 

初
学
者
の
つ
く
 つ
た
 「
意
識
し
な
ど
で
 祀
 

 
 

る
 論
理
の
手
品
で
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
「
 観
 

 
 

を
 過
程
と
し
て
の
集
合
生
活
 は
 、
「
 祀
 金
的
」
 

 
 

動
物
の
場
合
と
同
じ
く
、
「
心
意
」
を
 伴
 わ
す
 

 
 

心
意
」
を
 件
 な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
「
社
会
 

 
 

人
 が
も
っ
て
い
る
わ
け
で
ほ
な
い
。
そ
の
点
 

 
 

す
べ
て
の
社
会
学
者
が
便
宜
上
採
用
し
て
い
 

 
 

ぅ
 概
念
も
、
そ
れ
を
 社
 会
の
 水
廣
 と
す
る
 彼
 

 
 

な
い
心
理
を
想
定
し
て
、
彼
の
主
観
に
つ
く
 

 
 

め
 、
人
間
で
さ
え
「
同
類
」
な
ど
と
い
う
 動
 

 
 

ほ
 
「
同
類
」
の
意
識
を
件
 ぅ
 場
合
が
あ
る
と
 

  
四
二
 

7
6
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

会
 」
と
い
う
の
ほ
、
人
間
的
 

 
 

 
 

し
く
ほ
心
意
即
ち
意
識
の
形
態
 



 
 

 
 

。
こ
れ
と
対
立
 す
 る
「
異
類
」
の
 

 
 

 
 

、
事
実
に
反
す
る
 点
は
 な
い
り
 

 
 

 
 

か
ら
 門
 同
類
」
だ
と
言
 う
と
、
 

 
 

 
 

い
る
の
で
「
同
類
」
と
い
う
に
 

 
 

 
 

遺
論
 で
何
の
説
明
に
も
な
ら
な
 

Ⅹ
 O
 

 
 

 
 

 
 

の
ほ
 「
現
象
」
で
あ
り
「
 
仮
 

 
 

 
 

」
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
が
「
 実
 

 
 

 
 

ほ
 理
解
で
、
他
の
立
場
か
ら
ほ
 
 
 

 
 

儀
の
 ド
イ
ツ
哲
学
そ
れ
自
体
を
 

 
 

、
宗
教
意
識
と
同
じ
性
 廣
の
 ，
 p
o
m
 

ヨ
 p
,
 と
 見
る
。
 

 
 

 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
（
 

示
 

 
 

 
 

、
 前
に
い
つ
た
 よ
う
 に
、
人
間
 

 
 

 
 

ほ
 、
「
観
念
的
」
で
あ
っ
て
も
 

 
 

 
 

、
そ
の
 ょ
う
 な
意
識
が
、
人
間
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
に
依
っ
 

 
 

 
 

心
意
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

読
経
や
説
教
の
類
 ｜
｜
 

 
 

四
三
 

3
7
 

宗
教
的
行
動
及
び
心
意
 

  



 
 

 
 

行
動
の
心
理
的
の
 
力
は
 、
宗
教
 

 
 

 
 

を
 、
「
宗
教
的
心
意
」
と
い
う
 

 
 

 
 

動
 と
結
び
っ
い
た
心
理
だ
が
、
 

 
 

 
 

心
意
」
 ほ
 、
「
宗
教
意
識
」
が
 

 
 

な
ど
と
い
う
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
「
観
念
」
 

と
さ
え
も
没
交
渉
の
 
、
た
 Ⅰ
 の
 

 
 

 
 

実
行
力
を
与
へ
る
１
１
心
理
作
用
の
心
 

意
 で
あ
る
故
に
ヨ
示
教
的
心
意
」
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ほ
 「
 
潜
 意
識
」
と
共
に
心
理
 
 
 

 
 

過
程
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
 

 
 

実
 と
し
て
の
人
間
心
理
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
社
会
 
的
 」
に
存
在
す
る
と
 

 
 

「
社
会
意
識
」
と
い
う
よ
う
な
い
い
 

方
は
す
 る
が
、
 そ
 れ
ほ
個
人
の
意
識
な
離
れ
て
 
別
 

 
 

 
 

ぅ
 意
味
で
あ
る
。
 祀
会
は
 心
理
 

 
 

 
 

よ
う
も
な
い
。
（
こ
の
こ
と
ほ
 

 
 

イ
 ソ
 学
に
育
て
ら
れ
た
日
本
で
ぼ
、
今
さ
ら
ら
し
く
、
 

そ
ん
な
わ
か
り
切
っ
た
こ
と
を
 

 
 

 
 

駈
 織
の
心
」
と
い
う
の
ほ
 
、
 

 
 

 
 

組
成
員
個
人
々
々
の
約
束
 
と
 

 
 

四
四
 

 
 

 
 

 
 

 
 

禧
 、
礼
拝
１
１
日
本
人
が
日
の
 



動
の
底
力
 

よ
り
も
、
 

の
カ
ト
リ
 

感
覚
的
に
 と

な
る
心
理
 

「
宗
教
的
心
意
」
 

ッ
ク
 教
徒
が
プ
ロ
 

獲
も
れ
た
心
理
に
 

宗
教
的
行
動
 

 
 

 
 

者
 

 
 

 
 

イ
一
 

一
 
一
 
一
 
口
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
勺
  

 
 
 

四
五
 

及
 
び
 
心
意
 

 
 

 
 

 
 

と
ほ
 別
物
で
あ
る
。
教
理
 
｜
 

 
 

 
 

「
宗
教
的
心
意
」
 

｜
 
生
活
 行
 

  

 
 

の
 宗
教
意
識
と
し
て
ほ
重
要
の
地
位
を
占
め
て
い
る
 

が
 、
原
始
形
態
で
ぼ
な
く
て
  
 

 
 

 
 

楽
で
あ
る
。
 

  

 
 

 
 

れ
る
の
も
、
同
じ
目
的
を
も
っ
 

 
 

 
 

刺
戟
と
な
る
も
の
ほ
、
意
識
 内
 

 
 

 
 

あ
る
。
寺
院
の
建
築
の
造
型
的
 

 
 

 
 

覚
 l
 ｜
 そ
こ
の
焼
香
、
澄
明
、
 

 
 

刺
戟
の
特
徴
が
そ
れ
で
あ
る
。
 形
 や
色
 は
 そ
れ
 入
 
Ⅱ
 一
 定
の
心
理
的
効
果
を
も
つ
も
の
 

 
 

 
 

が
 最
も
確
か
に
応
用
さ
れ
て
い
 

 
 

 
 

、
一
種
の
芸
術
創
作
に
も
比
す
 

 
 

っ
て
 ほ
ヨ
 示
教
的
」
と
ほ
い
わ
れ
な
い
で
、
 い
 わ
か
る
 「
芝
居
」
に
堕
す
る
。
そ
れ
ほ
 

  

 
 

 
 

「
道
徳
的
心
意
」
で
あ
る
の
 

 
 

 
 

 
 

の
 両
面
か
ら
観
察
し
判
断
す
 



 
 

 
 

て
そ
の
機
能
が
達
成
さ
れ
る
 

 
 

 
 

近
ヘ
 

。
 

 
 

 
 

わ
動
 そ
の
も
の
の
 潜
 意
識
的
 

 
 

 
 

の
 心
理
の
強
化
、
と
い
う
効
果
 

 
 

 
 

一
定
の
生
活
集
団
の
行
動
関
係
 

 
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

、
即
 ち
個
人
の
協
同
的
行
動
 

 
 

 
 

識
 」
も
し
く
ほ
「
 潜
 意
識
」
で
 

四
六
 

 
 

 
 

固
 な
左
派
と
な
る
の
 ほ
 、
や
ぼ
 

 
 

 
 

」
 1
@
 去
 れ
 ば
 稀
有
だ
が
、
 そ
 

 
 

 
 

用
で
 色
白
に
な
ろ
た
顔
と
の
違
い
に
た
と
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
性
が
「
不
合
理
性
」
へ
と
 移
 

直
観
の
一
様
式
と
変
っ
て
い
る
 

な
ら
な
い
。
「
信
仰
」
 ほ
、
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
 0
 「
ム
ロ
 

理
的
 宗
教
」
 

と
い
う
名
称
そ
の
も
の
ほ
自
家
撞
着
で
あ
る
。
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宗
教
的
行
動
及
び
心
意
 

  
  

  

  

四
七
 

  

 
 

 
 

㏄
Ⅰ
 

  

   
 

 
 

 
 

敦
の
発
生
過
程
に
お
い
て
示
し
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 

意
 二
の
部
分
は
別
の
機
会
に
ま
っ
た
 

0
 （
筆
者
 
記
 ）
 

 
 

 
 

 
 

た
 「
道
徳
的
行
動
及
 

び
心
 




